










1)、塚原　智典 1)、牛尾　　晶 1)、大泉　智史 1)、






































































































治 1)、安藤　智洋 1)、大澤　良充 2)、深谷　泰士 1)、
　堀井恵美子 2)、樋口　善俊 3)、岸本　賢治 2)
【目的】地域医療、救急と災害医療を柱とする日赤病院にとって、
外傷そして肩こり腰痛という国民病のファーストエイドを担う運動
器科、すなわち整形外科は初期研修医の必須科目が適当かどうか
を、共同研究した3施設で整形外科研修の終わった研修医からのア
ンケート調査から検討した。
【対象と方法】名古屋第二赤十字病院、名古屋第一赤十字病院、静
岡済生会総合病院で2011年度に整形外科を研修した初期研修医55名
にアンケート調査した。アンケート内容は整形外科研修必須の賛否、
満足度、救外・講義の満足度、希望研修内容、修学内容、学習達成度、
自由コメントであった。
【結果】回答率94.5%。必須の賛否は76.9%に賛同を得た。満足度は
整形外科研修4.5点、救外・講義4.2点であった。研修希望内容は身
体診察、外傷、包帯法であった。学習達成率は身体診察と外傷が
60%を越えた。コメントとしては整形外来実習を希望、一年時に選
択が良いとの意見があった。
【考察と結論】全国で整形外科研修必須の施設は少ない。外科系の
選択者が減っている。当院は来年度から2年間のローテート研修カ
リキュラムを変更し、より外科系に勤しむことができるように臓器
別研修を試みる。今回のような調査で自分らの研修方法を顧みつつ、
社会のニーズと研修医の興味をそそるような研修プログラムを考え
ていくべきである。整形外科は、運動器の診察から手術までを手が
け、また外傷学も含み幅が広い。今後も整形外科研修は必須が好ま
しい。
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